
◆  令和５年７月に発生した豪雨被災に伴う第５０回災害ボランティア活動と

して、１１月１８日（土）福岡県久留米市田主丸町竹野校区におきまして農地復旧

ボランティア活動を実施しました。 

 

今回の農地復旧ボランティアは、第５０回の災害ボランティア活動となりました。当金庫職

員有志参加者が３名と少し残念でしたが、個人参加者８名を合わせて合計１１名（うち４名女

性）で活動しました。受付時刻午前９時頃は小雨が降っていましたが、現場へ着く頃は晴天に

なりました。ただ、遠方の山には積雪が見られ、一日中冷たくやや強い風が吹きました。（当

日の久留米市：最高気温 12.1℃、最低気温 5.8℃、風速平均 2.6ｍ/ｓ） 

 

活動内容は、７月の土石流で埋まった田圃に、すでに行政やボランティアでほぼ撤去された

もののまだ残っている土砂を撤去することでした。個人参加者８名は各々経験が豊富なよう

で、中には東日本大震災時のボランティア活動に参加された女性がおられ頼もしく思いまし

た。作業は、リーダーの指示のもとでスコップと一輪車をフルに活用したマンパワーによるも

のでした。スコップを持つ手は握力がなくなるほどで、一輪車は何回泥を捨てに坂道を上がっ

たかわかりません。途中で一輪車が泥にはまってスタックした場合は、すかさず協力しあいま

した。活動は約４時間でほぼ完了となりました。 

 

今回ご依頼されましたご夫婦には、最後までお気使いいただきましてありがとうございま

した。一緒に活動した皆様及びスタッフの皆様お疲れ様でした。また一緒に活動できる機会が

ありましたらよろしくお願いします。 

まだ周辺には、被災の爪痕が残り頑張っておられる住民の方々がおられます。一刻も早い復

旧を願っています。皆様も、季節の変わり目、健康にご留意ください。お疲れ様でした。 

以  上 

（ 集合写真 ）（現地にて：ご依頼人及びボランティアの仲間） 

 

 

 

 



 

（活動状況） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  



（久留米市農業被害状況） 

 

 

以 上 

 
 

 


